
2007 年（平成 19 年） 

【論  文】 

1) 庄野智子，野津吉友，長崎雅幸，狩野賢二，柴田 宏，西木正照，山本昌弘，益田順一：当院

における血糖測定装置の現状．島根医学検査 35：24-26，2007 

2) 狩野賢二，石橋 豊: 血管内皮機能検査FMD（Flow-Mediated Dilation）の臨床応用と問題点．

島根医学検査 35：6-10，2007 

3) 福間恵美，谷口由紀，陶山洋二，小玉牧子，野津吉友，柴田 宏，足立経一，益田順一：BCG

法および改良型BCP法による血清アルブミン濃度測定の評価．島根医学検査 35：18-23,2007 

4) 三島清司，兒玉るみ，吉野 功，陶山多美子，國司博行，柴田 宏，熊倉俊一，益田順一，田中

順子，石倉浩人：造血幹細胞移植におけるSTRを用いたキメリズム解析の有用性の検討．島根

医学検査 35：11-17,2007 

5) 荒木 剛，岩名伸二，東 恭悟，安部祐史：病理検査室におけるインシデント・アクシデントアン

ケート調査報告．島根医学検査 35：44-53，2007 

6) 兒玉るみ，三島清司，國司博行，伊藤泰則，陶山多美子，吉野 功，柴田 宏，熊倉俊一，益田

順一：LAN を利用した輸血製剤保冷庫温度監視システムの構築．島根医学検査 35：37-43，

2007 

7) 中村真由子，谷口由紀，荒木 剛，陶山洋二，小玉牧子，野津吉友，柴田 宏，益田順一：

AIA-21による高感度PSA測定法の検討．医学と薬学 57：895-899，2007 

8) 岸 孝彦，久保田 浩，三島清司，手登根 稔，坂東史郎，坂場幸治：施設の現状－アンケート

調査結果より－．（血液形態検査（白血球系）における目視再検基準に関する指針）．医学検査 

56：817-823，2007 

9) 三島清司，久保田 浩，手登根 稔，岸 孝彦，坂東史郎，坂場幸治：６社の基準自動血球分析

装置における機種間差の検討．（血液形態検査（白血球系）における目視再検基準に関する指

針）．医学検査 56：824-830，2007 

10) 坂東史郎，岸 孝彦，三島清司，久保田 浩，手登根 稔，坂場幸治：自動血球分析装置の内

部・外部精度管理．（血液形態検査（白血球系）における目視再検基準に関する指針）．医学検

査 56：831-835，2007 

11) 久保田 浩，三島清司，手登根 稔，岸 孝彦，坂東史郎，坂場幸治：自動血球分析装置にお

ける異常細胞検出性能．（血液形態検査（白血球系）における目視再検基準に関する指針）．医

学検査 56：836-842，2007 

12) 手登根 稔，久保田 浩，三島清司，岸 孝彦，坂東史郎，坂場幸治：血球計数および白血球

分類値を利用した効率的な血液像目視再検基準の検討．（血液形態検査（白血球系）における



目視再検基準に関する指針）．医学検査 56：843-849，2007 

13) 谷口由紀，中村真由子，荒木 剛，小玉牧子，野津吉友，柴田 宏，長井 篤：全自動酵素免

疫測定装置ＡＩＡ２１による free-PSA短時間測定試薬の検討．臨床検査機器・試薬 31：399-403，

2007.8 

14) Zhang SY，Shibata H，Karino K，Wang BY，Kobayashi S，Masuda J，Nabika T：Comprehensive  

evaluation of genetic and environmental factors influencing the plasma lipoprotein-associated 

phospholipase A2 activity in a Japan population．Hypertens Res 30：403-409，2007 【IF:3.177】 

15) 野津吉友，並河 徹，柴田 宏，長井 篤，塩飽邦憲，益田順一：インスリン抵抗性指標

（HOMA-IR）と臨床検査値．臨床病理 55：737-742，2007 

16) 柴田 宏，古瀬英行，谷口由紀，伊藤睦子，長井 篤，益田順一，飯島慶郎：アガリクス茸抽出

成分飲用による血中β-D-グルカン濃度の評価．JARMAM 18：103-107，2007 

17) 佐藤達郎，津根千里，橋本 洋，柴田 宏：日臨技データ共有化管理試料 Accurun シリーズ

Infectrolによるイムノクロマトグラフィー法試薬の精度管理の有用性－第Ⅰ報 HBs抗原試薬－．

医学検査 56：1134-1139，2007 

18) 橋本 洋，佐藤達郎，柴田 宏：日臨技データ共有化管理試料Accurunシリーズ Infectrolによ

るイムノクロマトグラフィー法試薬の精度管理の有用性－第Ⅱ報 梅毒TP抗体検査試薬－，医

学検査 56：1340-1345，2007 

19) Atsushi Nagai, Woo K. Kim, Hong J. Lee, Han S. Jeong, Kwang S. Kim, Seok H. Hong, In H. 

Park, and Seung U. Kim：Multilineage potential of stable human mesenchymal stem cell line derived 

from fetal marrow. PLoS ONE. 2007; 2(12): e1272 

 

【学会発表】 

1) 野津吉友：メタボリックシンドロームと臨床検査指標－島根県農山村部住民健診受診者につい

て－「生活習慣病と臨床検査（シンポジウム）」．第3回合同地方会（第52回日本臨床検査医学

会中国・四国支部総会，第147回日本臨床化学会中国支部例会・総会，第17回日本臨床化学

会四国支部例会・総会），2007.1.31（岡山） 

2) 陶山洋二，野津吉友，福間恵美，川口美喜子，浦川安芸，足立経一，板倉正幸，飯島献一：補

正RTP増加指数（CRⅡ）をもちいたRTPによる栄養評価の有用性（受賞講演）．第22回静脈

経腸栄養学会，2007.2.8-9(松山) 

3) 森木省治，福間恵美，森山英彦，柴田 宏，益田順一：血液培養から検出された Pseudomonas 

aeruginosaの臨床微生物学的考察．第18回日本臨床微生物学会総会，2007.2.17-18（長崎） 

4) 長井 篤，野津吉友，寺嶋正治，柴田 宏，益田順一，山口修平：簡易測定法を用いた神経疾



患における髄液シスタチンＣ濃度の検討．第104回日本内科学会，2007.4.3-5（大阪） 

5) 森木省治，柴田 宏，益田順一，福島 博：Yersinia enterocolitica 09 による家族内発生例．第

81回日本感染症学会総会，2007.4.10-11（京都） 

6) 狩野賢二，田中延子，宮木真里，柴田 宏，石橋 豊，益田順一：eTRACKINGによる血管内皮

機能検査 FMD(Flow-Mediated Dilation)の臨床的有用性．第 56 回日本医学検査学会，

2007.5.18-19(宮崎) 

7) 宮木真里，狩野賢二，宇野誓子，竹内志津枝，柴田 宏，飯島献一，谷村隆志，益田順一：

Head-up Tilt 試験で意識消失した起立性低血圧の一例．第 56 回日本医学検査学会，

2007.5.18-19(宮崎) 

8) 三島清司：血液形態検査（白血球系）における目視再検基準の設定「各社標準機における機種

間差の検討」（パネルディスカッション）．第56回日本医学検査学会，2007.5.18-19(宮崎) 

9) 柴田 宏，古瀬英行，谷口由紀，伊藤睦子，長井 篤，飯島慶郎：アガリクス茸抽出成分飲用に

よる血中β-D-グルカン濃度の影響．第 20 回臨床微生物迅速診断研究会総会，2007.7．

5-6(京都) 

10) 足立絵里加：スライドセミナー回答者，第22回日本臨床細胞学会中国四国連合会，2007.7.28

（米子） 

11) Suyama Y, Notsu Y, Fukuma E, Kawaguchi M, Hashimoto Y, Itakura M, Iijima K, Omura K, 

Imaoka R, Hibara C, Adachi K: Efficacy of corrected RTP increment index (CRII) for the early 

prediction of improvement of nutrition status in patient with low nutrition status. 29th The European 

Society for Clinical Nutrition and Metabolism (ESPEN) Congress 2007, 2007.9.9 (Prague ; Czech) 

12) 狩野賢二：超音波法による動脈検査の臨床的有用性．第 43 回日本超音波医学会地方会，

2007.9.15（出雲） 

13) 宮木真里：住民検診における頚動脈エコーの有用性．第 43 回日本超音波医学会地方会，

2007.9.15（出雲） 

14) 森山英彦，福間恵美，森木省治，柴田 宏，長井 篤：ベロ毒素産生大腸菌Ｏ28acを検出した

一症例について．第40回中国四国医学検査学会，2007.10.27-28（高知） 

15) 長崎雅幸，野津吉友，小玉牧子，陶山洋二，吉野 功，柴田 宏，長井 篤：TBA-200FR によ

る血清亜鉛測定試薬の検討．第40回中国四国医学検査学会，2007.10.27-28（高知） 

16) 三島清司，兒玉るみ，吉野 功，陶山多美子，伊藤泰則，國司博行，柴田 宏，長井 篤：判定

基準の違いが分類結果に及ぼす影響－反応性リンパ球について－．第 40 回中国四国医学

検査学会，2007.10.27-28（高知） 

17) 田中延子，狩野賢二，宮木真里，宇野誓子，庄野智子，新田江里，福間麻子，柴田 宏：



CPAPによりCSR-CSAとなった症例．第40回中国四国医学検査学会，2007.10.27-28（高知） 

18) 兒玉るみ，三島清司，陶山多美子，吉野 功，伊藤泰則，國司博行，柴田 宏，長井 篤：スラ

イドカンファレンス解答者，第40回中国四国医学検査学会，2007.10.27-28（高知） 

19) 荒木 剛：スライドカンファレンス解答者，第 40 回中国四国医学検査学会，2007.10.27-28（高

知） 

20)  荒木 剛：胸壁に発生したClear cell sarcomaの一例．第46回日本臨床細胞学会秋季大会，

2007．11.30-12.1(仙台) 

21)  森木省治，谷口由紀，佐藤恵美，森山英彦，柴田 宏，長井 篤，西村信弘，稲垣文子，礒部 

威，山口清次，村谷哲郎：同一患者の尿と便から検出された ESBL 産生 Escherichia coli と

Klebsiella pneumoniaeの臨症微生物学的検討．第32回山陰感染症化学療法研究会，2007.12.8

（米子） 

 

【講 演】 

1） 三島清司：ケース・スタディ−症例から考える輸血 Part2−．島臨技輸血検査研修会，2007.1.27

（江津） 

2） 國司博行：検査部における医療安全の取り組み．医療安全研修会，2007.1.31（出雲） 

3） 陶山洋二，野津吉友，福間恵美，川口美喜子，浦川安芸，足立経一，板倉正幸，飯島献一：補

正RTP増加指数（CRⅡ）をもちいたRTPによる栄養評価の有用性．第21回院内NST特別

勉強会，2007．2.23（出雲） 

4） 陶山洋二：NSTに関する情報交換．第11回環日本海NSTフォーラム，2007.6.9（松江） 

5） 三島清司：輸血業務一元管理と臨床検査技師の役割．日臨技特別研修・輸血実技研修会，

2007．6.24(出雲) 

6） 熊倉俊一：輸血療法の実施に関する指針及び血液製剤の使用に関する指針．日臨技特別研

修・輸血実技研修会，2007．6.24(出雲) 

7） 野津吉友：救急災害時に対応する検査「救急医療を支える臨床検査技師（シンポジウム）」．中

国生物化学分析検査部門研修会，2007.7.22（米子） 

8） 狩野賢二：今、臨床から求められていること．平成 19 年度生理機能検査部門研修会，

2007.8.26（山口） 

9） 狩野賢二：ここが大事、接遇のポイント．平成19年度生理機能検査部門研修会，2007.8.26（山

口） 

10） 狩野賢二：地域における大学病院の役割．第2回全国国立大学臨床検査技師会中国四国地

区研修会，2007.9.22（松山） 



11） 森木省治：島根大学医学部附属病院で検出した Yersinia．第 8 回 MICRoBE 学術研究会，

2007.10.7（広島） 

12） 柴田 宏：凝集反応は生き残れるか．第３回富士レビオ所内勉強会，2007.11.9（大阪） 

13） 柴田 宏：免疫血清検査の偽陽性反応と性感染症検査の問題点．第21回九州免疫血清研究

会，2007.11.17（福岡） 

14） 陶山洋二：知って納得Ｉ＆Ａ．受審なんか怖くない．平成19年度中国臨床検査技師会移植検

査部門研修会，2007.12.2（下関） 

15） 狩野賢二：検査でわかる良い睡眠、悪い睡眠．島根県臨床検査技師会 市民公開講演会，

2007.12.2(出雲) 

16） 礒部 威：生活習慣病と睡眠時無呼吸症候群．島根県臨床検査技師会 市民公開講演会，

2007.12.2(出雲) 

17） 田中延子：糖尿病神経障害の検査の重要性について．島根難病研究所，2007.10.3（出雲） 

 

【コラム・その他】 

1） 柴田 宏：処置オーダが稼動して．しろうさぎ（病院ニュース），7号：7，2007.1.1 

2） 柴田 宏：日本臨床衛生検査技師会特別賞受賞に際して．しろうさぎ（病院ニュース），7号：7，

2007.1.1 

3） 柴田 宏：シンポジウムの話題「遺伝子検査の進歩と問題点」．Medical Academy News 第1006

号：4-5，2007.5 


